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T-3262の 呼吸器感染症におけ る使 用経験

山 下 直 宏 ・星 野 清 ・丸 山 宗 治 ・鈴 木 英 彦

水 島 豊 ・矢 野 三 郎

富山医科薬科大学医学部第一内科*

新 しい ピリ ドンカルボ ン酸系 の合成抗菌剤であ るT-3262を,10例 の呼吸器 感 染 症 に使 用 し,

その臨床効果 を検討 した。1日 使用量は300～450mgで10～21日 間食後 経 口投与 した0疾 患の内

訳は,慢 性気管支炎6例,肺 炎4例 であ り,結 果 は著効3例,有 効6例,や や有 効1例,有 効率90

%と 良好 であった。起炎菌 の除菌率 も78%と 高率 であった。 副作用 は認 めず,本 剤投 与に よると

思われる臨床検 査値 異常 もなかった。以上 の結果か ら,T-3262は 呼 吸器感染症 に おいて有用 な抗

菌剤 と考 え られ る0
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T-3262は 富 山 化学 ユニ業株 式 会 社 綜合 研 究 所 で開 発 さ

れた 新 しい ピ リ ドソカ ル ボ ソ酸 系 抗 菌 剤 で あ り,そ の化

学 構 造 は1,8-ナ フチ リ ジ ソ 環 の1,7位 に そ れ ぞ れ

2,4-ジ フ ル オ ロ フ ェ ニル基 及 び3一 ア ミ ノ ピ ロ リジ ニル

基 を 有す る(Fig.1)1)。 このT一3262は グラ ム 陽 性菌 を

は じめ陰 性 菌,嫌 気 性菌 に 対 し広 範 囲 な 抗菌 ス ペ ク トラ

ムを 有 し,強 い抗 菌力 を示 す た め呼 吸器 感 染症 に も有 用

性 が期 待 され て い る。

(•} )-7-(3-amino-1-pyrrolidiny1)-6-fluoro-1-(2, 4-di-

fluorophenyl)-1, 4-dihydro-4-oxo-1, 8-naphthyridine-

3-carboxylic acid p-toluenesulfonate hydrate

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

今回我 々は本剤を呼吸器感染症に投与 し,そ の治 療効

果を検討す る機会を得たので,そ の結果 を報 告す る。

1.対 象患者および方 法

富 山医科薬科大学第一 内科 に通院 お よび入院 した患者

10症 例を対象 とした。年齢 は41歳 か ら87歳 で,男 性

6例,女 性4例 であった。疾患 の内訳 は,慢 性気管支炎

6例,肺 炎4例 であ った。

本薬剤の投与方 法は,1回150mgを1日2な い し3

回食後経 口投与 した。投 与 日数は10～21日,総 投与量

は3.6～9.459で あ った。

治療効果 の判定は,発 熱,咳 漱,喀 疾量 な どの臨床症

状,起 炎菌 の消長,胸 部X線 所見 を総合 し,著 効(Ex-

cellent),有 効(Good),や や有効(Fair),無 効(Poor)

の4段 階 に判定 した。 また,起 炎菌 の経過 を追 えた9例

につ いて,本 薬剤 に よる除菌率 を検討 した0

副作用 に関 しては,臨 床症状 と本剤投与前後 の血 液 ・

生化学検査成績 につ いて調 ぺた。

II.成 績

治療経過 お よび臨床成績 をTable1に 示 した。10例

中副作用 は1例 も認め ず,従 って10例 につ き効果 を検

討 した。

臨床効果 は,慢 性気 管支炎6例 の うち著 効1例,有 効

4例,や や有 効1例 であ り,肺 炎4例 では著効2例,有

効2例 であ った。

慢 性気 管支炎 の うち41歳 男性(CaseNo.1)の 症 例

は,病 理組織所 見は得られ ていないが,慢 性副鼻腔炎を

合併 してお り,RAテ ス ト陽性,寒 冷凝 集素価高値 であ

り,胸 部X線 所 見で肺の過 膨張 と両側のび まん性 に散布

す る粒状 影を認 め ることな どか らびまん性 汎細気管支炎

を疑 っている症例であ る。本剤の投与後すみやか に症状

が 改善 し,菌 も消失,血 沈,CRPも 改善 を示 し,著 効 と

判定 した。一方,や や有効 にとどまった1例(CaseNo.

4)は,57歳 女性 で,肺 結核の 後 に 細菌感染 を くり返

し,両 肺 に嚢胞が密生 してお り,こ れ までampicillin等

経 口の抗 生剤 を多種 多量 に服用 してお り,-Pseudomoms

aemginosaが 喀疾培養で以前 よ り検出 され ていた症例

であった。 またその他の症 例は全て有効であ った。

肺炎 は4例 経験 した。 その うち2例(CaseNo.8,10)

は慢性 気管支 炎があ り,急 性 増悪 とともに胸部X線 にて
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Table 2. Bacteriological response to T-3262

Table 3. Clinical laboratory findings before and after administration of T-3262

B:Before A:After

浸 潤影 を 認 め たた め 肺 炎 と した が,い ず れ も 症 状 の 改

善,菌 の 消 失,検 査 所 見 の 改善 よ り著 効 と判 定 した 。 残

りの2例 も有 効 で あ った 。

Table2に 起 炎 菌 と 考 え ら れ る 分 離 菌 を 示 した 。

Staphylococcus aureus,K.lebsiella pneumoniae, P.

aeruginosa各1例,Streptococcus pneumoniae, Hae-

mophilus influengae各2例 の計7例 が 単一 菌 感 染 で あ

り,2例 はH.influenzaeとSaureusお よ びPaer-

uginosaとS.marcescensの 混 合 菌 感 染 で あ った 。K.

pneumoniae(Case No.3) は 減 少,P. aeruginosa (Case

No.4)は 不 変 で あ った が,そ の他 は 全 て除 菌 され た 。 除

菌 率 は78%で あ っ た。

副 作用 発 現 症 例 は1例 も な く,臨 床 検 査 値 の異 常 も認

め られ な か っ た(Table3)。

III.考 察

ピリ ドソカル ボン酸系抗菌剤は これ まで尿路,胆 道,

腸管感染症 の治療薬 として使用 され てきたが,従 来 の抗

菌剤 よ り幅広い抗菌 スペ ク トラム,強 い抗菌 力をもち,

組織移行が 良好 とな った新 しい ピリ ドンカルボ ン酸 系抗

菌剤が開発 され,そ の有用性が注 目され てい る2β)。

今 回我 々は,呼 吸器感染症10例 に新 しい ピ リドソカ

ルボ ソ酸系 の合成抗菌剤 であるT-3262を 投与 し,そ の

効果 を検討す る機会 を得 た。

対 象例は,急 性増悪 を くり返 しおこ している慢 性気管

支炎患 者が主であ り,そ の うち1例 はび まん性汎 細気管

支炎 を疑 っている症 例であった。 また肺炎4例 の うち2

例は慢性 気管支炎 の増悪 に伴 って発症 し た も の であ っ

た。 これ らの症 例に対す る有効 率は90%と 優れた 成績

であった。

細菌学 的効果では,本 剤は完全除菌率78%,減 少11
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%と い う成績であ り,従 来 の 経 口抗生物質 と比較 して

も強 い抗菌力を有す ると考 えられ る。

副作用お よび臨床検査値 異常 を示 した ものは1例 も認

めず,安 全性の高い薬剤 と考 えられ る0
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T-3262 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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We studied the clinical effect of T-3262, a newly developed pyridone-carboxylic acid, in 10 cases of

respiratory tract infection. Six patients with chronic bronchitis and 4 with pneumonia were treated

with T-3262, which was given orally after meals for 10-21 days in a dose of 300-450 mg per day.

Clinical efficacy was excellent in 3, good in 6, and fair in 1. The bacteriological effect was very

good.
No side effects significant adverse findings in the loboratory examination were observed.

Based on these results, T-3262 was evaluated to be a useful drug in respiratory tract infections.


